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「ヂフテリー」の実験治療学的研究

第；7報

ヂフテリー・・一・一意に封ずるペニシリン作用の

他野物に依る増強に就て

金沢大学医学部日置内科教室（主任 日置教授）

小  林  茂  和

 5掬6ゐα廊左b吻ashi

  （昭和25年1月5日受附）

緒

 大凡ヂフテリー症治療方針の大綱は菌を対象

とするもの，毒素を対象とするものに分たれ

る．菌を対象とするもの，即殺菌的に作用する

物質で的確なものがあれば夫はヂフテリー増悪

の緩和に役立ち，保菌者の絶滅に資するところ

が寡くないであらう．

 併しヂフテリーに於ける急速な中毒現象を防

止し，之を死から冤れしむるには今日毒素を中

和すると信ぜられる血清療法を早期に施行する

に若くはない．毒素中和能を有するものとして

臨床上役立ち得るものには猫ヴィタミンC1）を

も挙げるべきである．而して最近にはグリチル

リチン2）の解毒作用が報告されているが，その

実地磨i用に至っては未だ成績の如何を知る処が

ない．斯くて今日ヂフテIJ一治療に於て最も拠

るべきものとしては血清療法あるのみである

が，このものとても血清病の出現が氣遣はれ，

保菌者，重症ヂフテリー等の問題を解決し得ざ

ることを甚だ以て遺憾とする．翻って殺菌的に

作用するものの研究に就ては随分久しく研究が

続けられているが，未だに之を適用して確実な

ものが知られてV・ない．最：近に属する報告では

吾i教室に於ける佐々木3）4）の論著に於て極めて

興味あるものが見出された．即氏はウスニン酸

言

がヂフテリ・・菌感染海狽に対し治療効果あるこ

とを見出し，且夫がヂフテリ同一毒素をも申和し

得る能力を有することを知ったのである．併し

之とても迅速に吸牧される毒素を生体内に於て

瞬時に中和すると去ふのには矛徐遠いのであっ

て，此意味に於てその臨床的成績を歩む多く期

待することは困難であらう．

 更に近來の業績として槍討さるべきものにヂ

フテリー菌に対するペニシリンの強力作用があ

る。即Abraham 5）， Chain 6），：Fleming 7），はペ

ニシリンが試験管内でヂフテリー一・一菌に対し発育

抑制作用あることを述べ，Paull・s）は咽喉部の局

所ヘペニシリンを噴霧することにより保菌者の

菌を除き得たと報告し，Kocher， Siemsen 9）は

喉頭ヂフテリー保菌者の局所に：之を塗布してそ

の75％を1－10日以内に菌陰性ならしめたと報

告してみる。但筋注にて7日連用してもその効

はなかった．叉Reilly iO）はヂフテリP・の場合

ぺ＝シリンはその最も起し易い第二次感染を予

防して結局ヂフテリー症に好影響を及ぼすもの

ではないかと云ってみる．斯くてペニシリンの

みに依ってヂフテリーを征服し去るには依然遠

いものを感ぜすにはいられないのがその実情で

あると云はなければならぬ．
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              ロ 併し未だ之を全然用ふるに足らすとして放棄

するにも及ばない．吾教室の佐々木11》は襲に

Pyrimis⑪nがヂ7テリー菌に対し強力なペニシ

リン増彊作用あることを試験管内に於て見出

した．然るに本物質は元來水に難溶性のもの

であったので，次で著者12）は易溶性の誘導体

1’yrimiselを使用し，同檬共同効果の期待せら

れるものであるやに就き楡討したのであった

が，このものでは共同作用が比較的弱力であっ

たので遽に生体実験に迄及ぶことをしなかっ

た．二階丈では斯くの如き方面の研究に猫主力

を注ぎ，若しや上掲物質の如きペニシリン野州

物質が他に存在するや否やに就き追究を企て

た．

案

 実験材料及実験方法

 （1）ペニシリン；タケダ製ペニシリンNa鞭・

 （2）菌種；ヂフテリー菌（Park－Williams， No・8）・

 （3）培養液3普通ブイヨン（pH螺7。4）．

 （4）被樵忌物；後述の豫備試験威績表を参照せら

れたい．

 （5）菌液の調製法；「抗菌性物質の増強に関する

研究」第6報12｝に同じ．

 （6）被瞼忌物の仕込；

 （A）試験開始に当って先藥物そのものの抗菌力を

検せねばならぬ，被検物質中水に可溶のものは滅菌蒸

溜水0・5c・cに縞物50mgを溶解した10倍稀繹液を原

液として滅菌する．水に不溶のものは96％アルコール

に，アルコールに難溶のものはピリヂン，ヂオキサン

を溶媒として夫々10倍稀乳液となし，原液を調製し

た．（三時には溶媒1ccに藥物10mgを溶解して100

倍稀繹液を原液とした），

 …欠に滅菌小試験管を1列用意し，第2管以下には培

養液2cc品分注し置き，第1管には培養液3．6ccを

入れ，更に之に被樵藥物の原液10倍叉は1⑪0倍稀羅液

0．4ccを混加して義義を4．Occとなし，その2・⑪ccを

第2管に移し順i）［1に邊減的倍々稀羅を行ひ，之に前記

菌浮游液の1滴宛を滴下し，37。Cの鰐卵器内に納め

て抗菌力を検する，此の場合第1管の藥物稀麗倍数は

1⑪0倍又は10eo倍になってみる．

 （B）上述の豫備試験に依って被出血物の抗菌力を

知り，縞物の発育抑制作用を詔めない最初の試験管に

相当する稀羅倍数以上に被検二物の三下倍数がなる姐

く普通プィヨy（pH＝＝7．4）に添加して置く，但若し

抑制作用が溶媒の作用を超過し得なかった場合には溶

媒の影響を及ぼさない適宜の稀羅倍数を使用した．斯

くすれば菌の発育に対するブイヨンの解物添加に依る

影響は毫末も存しない．猫具体的に云へば，例へば豫

備試験に於てユ6，000倍に於て最皐菌の発育を抑制す

るに足る作用が認められなかった場合には之より以上

の稀繹倍数部1＝20，000叉は1＝40，000倍に本物質を

含有する培養液を用意するのである．

 （7）本試験；

 前記（B）の二物添加培養液を1列の小試験管の第

1管に3・6cc第2管以下に何れも2・Occ宛分注する・

叉別に対照として同じく1列の小試験管を用意し，之

に三物を添加しない培養液を全く前同檬に分注し置

く．i欠に夫々第1管にペニシリン0・4ccを加へて全量

4．Occとなし，ペニシリン原液に対する稀縄度を10倍

となす。斯くてその2．Occを第2管に移し，同檬第3

第4管へと移して邊減上に倍々稀繹を行ふ．最後に各

試験管に菌液を滴下して発育阻止及殺菌作用を槍し，

爾試瞼管列の成績を比較する．

 （8） 判 定；

 「抗菌性物質嬢彊に関する研究」第6報に同じ．

 註；三二試験により三物そのものの抗菌慣を楡する

 際，二丁物質を溶解するに用ひる溶媒それ自身の菌

 に対する抗菌便を先以て瞼する必要がある，師96％

 alcohol， pyridine， dioxanの菌鯉育阻止力及殺菌

 力は夫々1＝2⑪倍1：10倍，1：8⑪倍：及1：4⑪倍，’共

 に1：10倍である．依って藥物の1：1⑪倍稀羅液を

 原液とする藥物の豫備試験に於ける第1管の溶媒の

 濃度は1：1⑪倍なる故alcoholは第2管（］＝2⑪倍），

 pyridlne lま第4管 （1＝80イ音）， diOxan  lま第2管

 （1：20倍）迄溶媒の作用に過ぎない．言換へれば，

 三二二巴に於ける第1管の四物濃度が1＝100倍（：叉

 は1＝10000倍）のときは第2管の藥物濃度1：20⑪

 倍又は1：2，0e⑪倍増はalcoho1， dioxan，第4管の

 藥物濃度1：800倍又は1：8，00⑪倍）迄はpyridine

 の作用である，
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「ヂフテリ P・」の実験治療学的研究 le9

 実験成績

 （1）予備試験

 供試二物56種の二二に本研究に於て佐々木13）

が指摘した3，6－Diamino－10－methylacridinium－

chloride，同bromide，同j⑪dide，2一 Aethoxy－

6， 9一一diamino－acridinlactate， Usnic acid， Thia－

zine，1）henoxazine誘導体及8－Oxyquinolineの

如くヂフテリー菌に対して強力な抗菌力を有す

るものはなく，比較的高い抗菌力を示したもの

ではGuanofuracine（発育阻止力1：64，000倍，

殺菌力1：32，000倍）を挙げ得・るのみであった．

次で ：Na－Acety且sulfathiazole， N4－Phthalylsulfa－

thiazole， 4， 6－Diethoxypyrhuidyl （2）一4’一Amino－

phenylsulfonamide， 2－Amino－4－chloropyrimidyl

（6）一4’一nitrophenyletiher， 2－Arninopyrimidyl（4）一

5－nitropyridy】ether， n－Amy】resorcine及Thym⑪・

quinoneが閉れも発育阻止力1：32，000倍，殺

菌力1：16，0⑪0倍を示しか．而して爾余のもの

は阻止，殺菌共に1：10，000倍以下であった．

 詳細は表示の如くである（第1表）．

第1表 予備試験成績 Sulfonamides

三

皇

ユ

2

3

4

5

6

，分 子 式

4一一Suifonamide－2ノ， 4ノ

ー一
р奄≠高奄獅盾≠嘯盾b?獅嘯潤ne

（Prontosii rubrum）

Sulfamine

NLAeetoaminobenzene－
sulfonamide

Sulfaguanidine

N4－Arninomethyl－
benzenesulfonamide
（Marfani］e）

SulfameraziRe

7 Na＿Salt of sulfa皿erazine

構 造 式

     寄H・

NHsi一q：〉一N＝：N一〈＝〉一一SO2－NH1

NH2一一q＝〉一SO2・NH2

NH2一q：〉一SO2・NH－COCH3

M・一q二〉一s…NH一〒一NII・

            NII

NIIg’CHo一．／一×）一SOo’NHe

 一 ’＼＿／  ” 一

            黛

咲｝・騨奨Nl
CH3

 ｛

／x

溶媒

24時間菌
護育阻止
限界品濃

（同殺菌力）

（A） ii 2．000

（P）

（W）

（A）

（A）

（P）

咲｝・騨淵
i （w）

8 SuKathiazole

N

9

N咲｝・蝉」
Xs／

Na－Salt of sulfathiazole

N
M峡二〉一s・，N・Na」

Xs／

〈A）

（w）

8．000

〈200

800

1．600

s．eoo

〈20e

2．000

〈20Q
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10

11

12

13

14

15

16

17

4－Methysulfathiazo］e glucoside

Phthalylsulfathiazole

N4－Acetylsulfathiazole

Sulfapyridine

4－Hydroxybenzenesulfonamide

4－H：ydroxアbenzenesulfone一（2ノ）

pyrimidylamide

4rr！lyd rgxybenzene．一一（2，）

一4ノーmethylpアrim三dylam三de

4，6一工）iethOxypyrimidyl（2）

一4t－aminophenylsulfonamide

N
   ’

Xs／

／CII3

C、H、1。、NHノー＼一S。，NH」

xta／

／vH
v

COOII N
一 co ・NH 一一〈：〉一 so2 NH 」x s 」

                N

cHR．coNH一

q＝〉一一 so， NH 一k s 」

N｝iil一一
q一．一一一一〉一soeNH一〈lilT．〉

HO．一一一q＝〉一一SO2NH2

             ／×

H・
o〉一・蝉孔N！

             β野

H・一ｭ｝S騨即
              N
NH・《＝〉一S・・NHイ＼r・・C・H・

             叉ノ

              l
             O・C2Hs

（W）

（P）

（P）

（P）

（W）

（W）

（W）

1（p）

1

く1．⑪00

32．000
（16．000）

32．000
（16．000）

8．000

1．000

1．000

く1．000

32．000
（16．000）

Sulfonas

1

2

3

4

5

4－Methyl－5－nitrothiazolyl（2）

一4i一一acetaminophefiylsulfone

4－Nitro4’一
hydroxydiphenylsulfone

C｝13－

NO2一
1
xs／

N
lny so2 一〈一一X＞一 NH ・ CO ・CII，

XH’／

o，，N一一
qL’一一一〉一so2一〈s一一一一〉一一一〇H

4－Amino－4ノー

laury］aminodiphenylsulfone
H，N＿／一＼．SO，一／一＼＿NHCOq、正1，3

×一／ ×一／

（P）

（A）

（A）

2．000

4．Ooo

4－Laurylamino－4ノ＿phthalyl
一（1）amino－diphenylsulfone

2．000

1 ， cooHl                           （W）
｝C・・H・・C・HN一〇一S・・＜二＞NH・C一〇／ 塑。

4－Nitre－4t－ckaulmoogryl
－aminodiphenylsulfone

・，Nノー＼一S・r／｛＼一NHOC1、．・H，1（A）

u／ ×一／
2．000
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6 4，4t一一Diaminodiphemylsulfone
．一
m4 ， N4 t一一diglucoside

〈＝》N－CH一（CH・H）仁C・…H

s62

×
〈一”〉．ptN．＝CH一（CHO｝1）4－CH20H

（W） 1．000

Ethers

1

2

3

4

2－AminopyrimidylC4）
一一TS－nitropyridylether

2－Amine－4－chloropyrimidyl（6）

一4t－nitrophenylether

2－Amino－4－chloropyrimidyl（6）
・一St一・nitro－2r，6i－dibromo

－phenylether

2一一一Amino－4－chloropyrimidyl（6）

一4r一一methylsulfathiazolylether

愈roイ「
稲， 〉＼N・・

    N

NHiイ＼

  Nx7
    e，

．O．
q＝〉一NO2

    N  聖

隅て「一〇一≦⊃一NO・

   ×／ Br    l
   Cl

べ〕…∵
   x

（P）

〈P）

（P）

（P）

32．000
（16．eoo）

32．ooe
（16．000）

8．000

8．000

Thiazine derivates

1

2

3

4

Thiazone

Phenothiazine

3－Nitrophenothiazine

1，3－Diaminophenethiazine

／vNvx
目 H
vxs／vxxo
   NH
／V     vx

目  口

VXs／V
   NH
／V     VX

ll 目
VX s ／VXNo，
       NH2

／＼／NH＼人

口  il
VX s ／VXNH2

（A）

（P）

（P）

（W）

1，024，000
（256．000）

12s，oeo
（64，000）

128，000
（64，000）

128，000
（64．000）
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1

2

3－Nitrophenoxaz ine

J

1，3－Diamino－10－iodophenoxazine

Phenoxazine derivatives

     N｝X       vx  ／V
  口  目
  VX o ／VXxNo，

         NH2
     1NH． ．1

  ／V       VX
  H ll
  X／× o ／×／XNH2
      ，

Quinoline derivatives

1

（P）
64，000
i32・000）

（w）
64，000

i64・OO⑪）

1

2

8－Oxyguinoline

5－Nitroquinoline

／VX
目［
×／XNt
 し

OH

NO2
 E

／VXIH＼／XNノ

（A）

（A）

2s6．eoe
（128．000）

4，000

Phenols ＆ Quinenes

1

2

3

4

5

6

o－Nitrophenol

m－Nitrophenol

p－Nitrophenol

Catechol

n一一Amylresorcine

Pyrogallic acid

   ／OH

〈：〉．一NO2

      ／NO2

0H＿／一＼
  ×一／

OH．一一一一q＝〉一NO2

     OH
     l

o｝i－！－N
  x一／

CH3CH2CHICH2CH2一一
q：〉一一一〇II

          磁

    OH
     l

    ／×，一〇H

HoocJ ．［5fi

    V

（A）

（A）

（A）

〈W＞

（A）

（A）

2．000

2．000

2．000

8．000

32．000
（16．000）

2．000

［ 112 ］



rヂブテリー一一」の実験治療学的研：究 113

 t

7 1 Diacetylguinone

8 1 2－Hydroxy－p一一benzoquinone

9 r  Toluquinone

10

11

Thymoquinone

P－Naphthoquinone

12

13

2－Methyl－1，4－naphthoquinone

Quinizarine

14 1 Usn ic acid

O－CO－CII，，
ノ＼

  l

YO ．．CO 一一 CII3

o
 ！！ ．OH

／V  g

Yo
o

 li

   CH3

／v
目

Yo
CH3－CII－CH3
   1

  ！×，＝o

  H
oノ＼／

   o
   li

f／V”N－o

目l
vv   0
   11
     CH3

／vvIH
vv   目
   o

   O OH
   u l

／vvx目  1
×／×／×／
   11 1

   0 0王｛

HO－

II3C一

COCII3
 t

●⇒○嚥
1 ．ciFI，     t

OH     OH

（A）

（A）

（A）

（A）

（A）

CA）

（A）

（W）

2．oeo

2．oeo

8．000

32．eoe
（16．000）

8．000

2．000

2．000

250，000
（12s，eoo）

Furanderivative

阿

1 Guanofuracine

No2－1

v llQ
LcH s＝ NH一 C ewNli2 ’ HC1

       蝕
（W＞

64．oee
（32．000）
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Others

1

2

3

4

5

6

Urea

Diphenylamine

Acetanilide

Phenylacetie acid

4－Aminobenzoic acid

4－Acetaminophenyisulfonic acid

O．＝C／9H2

  XNH2

〈＝〉一MI一〈二〉

〈二》N・レC・一CH・

〈二》CH・・C・・H

N…一ｭ二》C・…

NII－CO一一CHg，
 ｝

／×

g

v lSO3H

（W）

CA）

（D）

（A）

（A）

（A）

〈 100

8．000

800

2．000

2．00C

8．000

 註 1・（W），（A），（P），（D）は夫ft溶媒の滅菌蒸溜水， alcoho】i pyridine， dioxanを示す．

   2．一印は溶媒の作用を超過し得なかったことを示す．
   3・＜20⑪，＜1000は夫々既に1＝200倍，1：1000倍溶液にて菌の護育阻止作用を有さなかったことを
     示す．

   4．24時聞菌叢育阻止限界濃度欄申（）内は24時閲目の殺菌力を表す．

 （II）本試験成績             quinene， Qunizarine並Pheno1誘導体のPyro一

 行雨物質56種の中 Sulfo甲mide誘導体の   gallic acidの10種がヂフテリー菌に対して2－

Sulfamine， Marfanile， SulfathiazQlc，：Na－salt of  4倍のPe］）icillin増強作用を認めたのでその詳

sulfathiazole及sulfapyridine， Quinone誘導体  細を次に表にて示す（第；2表）．

の’reluquinone， ThymQquinone，β一：Naphtho一

千2表本試験成績
番

1

藥  物  （溶媒）

Penicillin

Sulfamine （P）

M・一q二〉一S…NH・

24時間菌
護育限界
濃度

抗
菌
便

藥物添 ペニシリンの抗菌慣

搬噛・・2・4・8・・6・32・64・蜥

蚕飼

翻

8．000

1

旨阻

止
作

｝用

2e，ooo

40，000

i24j 一 一 一

481 一 一，一

24

48

十 十 一 一

十 十 H 一H

十 十 一 H
十 十 十十 十十

旨殺

1菌
1作
｝用

241 一  一 一一 一  一

 丁

48’ 一一 一一 一 一 一
 ’

  
241 ＿  ＿  ＿  ＿  ＿

48 一 一 ＿  ＿  ＿

   1241 一 一 一 一
20，00e P4g［ ・一一 一一 ’一 ’一

：t 十卜

± 一

士 十

± 十

4e，ooo
24

48

十

十 一

十 H

十 十 H

十 十 一

爾田

強
倍

4

4

4

4

4

2

2

2
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2

3

4

Marfanile （A）

NH・C・…一q＝二〉一SO2NH2

Sulfathiazole （A）

高高〉欄心

Na－Salt of sulfathi．azole 〈W）

       CII3
      NY
N…一ｭ二〉・…NNaくN》

Sulfapyridine （？）

1．600

2．QOO

阻
止
作
用

殺
菌
作
用

，1

阻
止
作
用

殺
菌
作
用

 i阻
 ：程、

 旨
く200 ！

 1殺
  菌
 i作
 1用

10，000

20，000

10，000

20，0eo

10，000

20，000

241 一一 一 一 ．
1

481 一一 一一 一

24 一“ k一一
41［ 一 一 一 一一一一

±一一
十卜十十十ト

暑十卜十十

十壱軒十十

241 一一一 一 一一

481 pt 一 一
i

十一H 十t”

山骨十÷十十

2

2

24 一 一一 一

48 一 一一 一

十什十十．十十

十骨H十十
241 一  一  一一  一  一

48一一一’一一
e十
H十

2

2

⑪

0

州。
唄⑪

 Es．ooo 1

”1 4 1’

一H・ i t1

10，000i481 一 “ ”一 一

20，eeo

10，000i．．，！

20，000

10，000

20，000

阻12・，e。。

止
作

用140000
  ’

1 ｛〉 岬ぐ〉

Pyrogallic acid （A）

6
   0H
   t
   ／X，．一“OH

l Hooc一一一lx，／1LoVll

殺
菌
作
用

20，000

24一一一・一・
4sl＿＿＿＿
Hi24「 一  一  一  一

24：一一一一
48一一一・一I

124＿＿＿＿
 48憎一』一

241一一一一
481一一一一

141一一一一
481一一一一
：24＿＿＿＿

略一一一一

2．000

24

48

24

48

24

48

整

簿

！殺

菌
作
用

1 40，000

f

 24
 48
 i24
10，000

 48
 2420，000

 48
 i24
10，0eo

 148
 ［24
20ﾍ8

   ｛{上州骨
¥ 千尋  十十

22

十 十 十十’

¥ 十 十←

什督 22

十 十 番十

¥ 十 骨

旦暮 22

十 十 十十

{十寸

什甘 22

十 十 十十

¥ 十 十十

甘十十 22

十 十 i十

¥ 十 十十

旦暮 22

＋＋ ‡
¥ 十 十十

丹料 22

＝
十 十｝

¥ 十卜

甘辞 44

一 即

1十 十十

¥ 十｝

朴料

＝
十 十｝

¥ 十｝

 」
¥十1埋
¥十 4 レ

一 一 十 十｝

¥ 什

皆丹 44

十 十卜i斗

¥ 十十十十

什縣 22

十 十 十卜

¥ 十十 十十

飼料 2⑪

十 十十 十十

¥ 十十十卜

什廿 o⑪

十 十卜什

¥ ・ト｝十十

什督 ⑪0
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7

8

9

10

’roluquinone （A）

o
ii

 CHs／Vll
Yi

o

Thymoquinone （A）

CH3－CH－CH3
 ／［v／o

 目
0ノ＼P／

 CII3

P－Naphthoquinone

 o ll
／VN－o
目i
vv

（1！uinizarine （A）

 O OH
 ll 1

／vvx口口
VX／V Hl o o｝｛

s．eoo

32．000

］ 8．000

2．ooe

阻
止
作
用

殺
菌
作
用

阻
止
作
用

殺
菌
作
用

20，eeo

P2，gl ： ： ： ’一一 ：

40，000

20，COO

40，000

24

48

24

48

24

48

十 十十 1一

十十十料・

67，000

十十争十十

十一1ft
十 十 一 1 ・Hd

十十一 le

十H－iH
十H－1一

241 一 一一 一一 一  ’
L

481 一 一 一 一 一一一

ユ輔＝＝＝＝

十軒十÷
｛斗i十十十

64，000
P24gl ： ： ： ’一”’

一十十十科

斗H－IH
十十一IH
十十十卜・H

4

4

4

4

2

2

2

2

4

4

  1  24i 一一 一一 一 一
12s，ooO P4sl 一 一一一 一 一

4

2

2

2

十十一 1－12
十十十十十十2

阻
止
作
用

殺
菌
作
用

阻
止
作
用

殺
菌
作
用

30，000

60，eoo

30，0go

60，000

241 一 一 一 一 一一

481 一一 一一 一一 一一

10，000

20，000

10，000

20，000

24

48

24

48

24

48

24

48

24

48

24

48

24

48

十HiH一
十甘

＿＿＿一＿
P＋什

一       一 十 十卜

幽       一

?       ■

十 十十

¥ 十十

一       一

?    ｝

十 什

¥ 十÷

一 」 十 十 十十

¥ 十 4十

一 階 十 十十 十÷

¥ 十十 十十

一 隔 十 十十 軒

¥ 十十十十 H．

4

4

十十”一
十十 十十 一

4

4

4

4

4

4

2

2

2

2

2

2

Hlo
 ロ
州・

註；精製ペニシリン作用に際しては本試験前日その力償を槍定し，稀羅法により本試験の第3珪土

 菌力を呈するや5ペニシリン原液を調製した．

結

1．ヂフテIJ ’一菌に対してPenicillin増張作

用を呈するものとして二二物質56種の中

Sulfamine， Marfanile， Sulfathiazole， Na－salt

論

of St；1fathia7，01e， Sulfapyridine， Toluquinone，

Thymoqtmbone， B－Naphthoquinone， Qunizarine

及Pyrogallic acidの10種を見出した．
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 2．発育阻止作用に於てSulfampie， Sulfath－

iazole， Sulfapyridine， Toluquinone， Thymo－

quinone及β一Naphthoquinoneが張力な増強作

用を示し，殺菌作用に於て Sulfamine， Sulfa－

pyr頑ne並β一Naphtheqllineneが彊V・増彊作用

を呈した。

 3．從て発育阻止及殺菌共に著明な増張作用

を呈するものとしてはSulfamine， Sulfapyridine

及β一：Naphthoquin⑪neの3種を挙げ得る．

 欄筆するに臨み御懇篤な御指導御校閲を賜った恩師

日置敏授に深甚の謝意を表する．
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